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── 10世紀前後の使節とキャラヴァン  ──* 
 
















                                                                                                                                              
*  本稿の執筆に際して荒川正晴先生の研究報告「前近代中央アジアの国家と交易」（内陸ア
ジア史学会大会，2012年 11月 4日，於 北海道大学）に啓発を受けた．学恩に感謝し本
稿を献じたい． 
(1) 藤枝 1943, pp. 78-79, n. 191参照． 
(2) Hamilton 1955, pp. 78, 117; Hamilton 1986, p. 52参照． 
(3) 張広達 1991, pp. 969-971参照． 
(4) 沙 1997, pp. 142-147参照． 












⑴  般次は官員や使者の往来のための集団である． 
⑵  般次は便宜上いくつかの般（グループ）に分けられる． 
⑶  分けられた般に人数の決まりはなく，比較的高位の人物が般のリーダ
ーとなる． 








めぐる状況も 8世紀半ばとは大きく異なっていたからである (8)． 
                                                                                                                                              
(5) 曽 2001, pp. 6-7; 張小豔 2007, pp. 274-277; 黒 2010, p. 364参照． 
(6) 以下，畢波氏の「般次」に関する考察については，畢 2007, pp. 70-73参照． 
(7) 写真と録文は，栄新江・李肖・孟憲実（編）『新獲吐魯番出土文書』下，北京，中華
書局，2008，pp. 331-341参照． 
(8) 張広達 1991, p. 969参照． 
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１ 用例からみた 10 世紀前後の「般次」 
 畢波氏の示したトゥルファンの般次の 4つの要点の  ⑴「般次は官員や使者
の往来のための集団である」は，基本的に 10世紀前後の敦煌の般次にも当て
はまる．以下に 10世紀前後の敦煌文書中の「般次」の用例 29件を 3つに分
類して分析する(9)． 
 
〔表 1〕10 世紀前後の「般次」の用例一覧 
【1】文書の内容から使節団と判断できる用例（所蔵番号順） 
No. 所蔵番号 文書の種類，内容 用例 出典 
1 P. 2155v (2) 手紙（公信），帰義軍節度使か
ら甘州可汗あて 
「般次行時発書尋問」 張広達1991 
2 P. 2826 手紙（公信），于闐王から帰義
軍節度使あて 
「候大般次」 曽2001 





4 P. 2992v (1) 手紙（公信），帰義軍節度兵馬
留後から甘州宰相あて 
「天使般次」 張広達1991 
5 P. 2992v (2) 手紙（公信），朔方軍節度使か
ら甘州可汗あて 
「般次行止」 張広達1991 
                                                                                                                                              
(9) 用例は，先行研究で紹介された 23例と新たに筆者が付け加えた 6例からなる．先
行研究の出典は〔表１〕にそれぞれ示した． 
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7 P. 3016v (II-2) 手紙（公信），帰義軍節度使あて 「般次平善到貴府
之日」 
張広達1991 
8 P. 3151 手紙（草稿） 「大段般次」「入貢
般次」 
張広達1991 





10 P. 3453 契約（貸絹契） 「西州充使」「若路
上般次不善者」 
沙1997 














                                                                                                                                              
(10)「悉達太子修道因縁」は，莫高窟蔵経洞に由来するとみられる仏伝文学文献の一種
で，現在は龍谷大学図書館に所蔵されている［所蔵番号：021.1-26-1］．「般次」の
語を含む識語は，この写本の第 6 紙（全 8 紙）の背面に同じ内容のものが，2 ヶ
所に書き込まれている．張広達氏が指摘するように，「般次」の部分は，「般若」
とあったものを識語が書かれた当時に「般次」と書き直された形跡がある．張広
達 1991, pp. 969, 974, n.1 参照．この背面の識語と表面の「悉達太子修道因縁」は
同筆とみられるので，表面を書写したのも識語を書いた張宗瀚であると考えられ
る．「悉達太子修道因縁」と識語については，西域文化研究会（編）『西域文化研
究 1 敦煌仏教資料』京都，法蔵館, 1958, pp. 212-213, 240; 龍谷大学図書館『龍谷




No. 所蔵番号 種類，内容 用例 出典 










16 P. 3750 手紙（私信），委曲形式 「進奏押衙王敬翼」
「今王敬翼般次」 
張広達1991 
17 S. 4920v 手紙（草稿） 「押衙曹善達等般次」 張広達1991 





19 羽 172Vノ２ 手紙（私信），息子から父
親あて 
「般次曹都頭」 坂尻2012b 
20 羽 27ノ１ 契約（買馬契） 「米都頭般次」  
21 津芸 061Ev 手紙（私信），阿郎あて 「走馬使般次」  
 
【3】内容・称号から般次の性質が判断できない用例（所蔵番号順） 
No. 所蔵番号 種類，内容 用例 出典 
22 BD 16245A 手紙（私信），社官
から発信 
「般次来時」  







24 P. 2529v 手紙（草稿），都虞
候あて 
「前件般次累付書典」 張小艶2007 
25 P. 2770 pièce 手紙（私信），僧侶
から発信 
「般次却迴之日」  
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27 P. 4766 手紙（私信），雛形，
官健から使頭あて 
「某専甲般次到来」  
28 S. 4362 手紙（私信），兄か
ら弟あて 
「前般次何闍梨手上」 曽2001 





明白なものが，29 件中 13 件を占める［〔表 1〕【1】参照］．これらの例は，
帰義軍と甘州との連絡のように政権間の遣り取りに関するもの（No. 1, 2, 5, 6, 
7, 10, 12, 13），「入貢」・「入奏」・「天使」など中国本土との間の使節の往来を





 次に，公職の称号を持つ人物に率いられた「般次」の例が 8件ある［〔表 1〕
【2】参照］．それぞれの用例では「般次」が公職の称号を持つ人物を冠する
形になっており，これらの「般次」はそれぞれの人物がトップを務めたと思
われる(11)．うち 3件が押衙(12)（No. 16, 17, 18），2件が都頭(13)（No. 19, 20），
                                                                                                                                              
(11) こうした人名付きの「般次」がその人物に率いられた「般次」であると考えられ
ることは，すでに森安 2011, pp. 387, 407, n. 58 に指摘がある． 
(12) 押衙（牙）は，帰義軍において節度使に近い人物に与えられた職である．押衙は
節度使の側近として様々な職を兼ね，衙内の行政，外鎮の統制，あるいは外交使
節として活躍した．帰義軍の押衙については，馮 1997, pp. 99-109参照． 
(13) 都頭は，押衙と同様に帰義軍節度使の側近に与えられた職であり，別の役職を
加えられて衙内，外鎮，使節団などの要職を担っていた．鄭・馮 1997b, pp. 90-91; 
馮 1997, pp. 124-130参照． 
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担った人物を特定する場合（No. 23, 28, 29）や単に般次の到着時期などに言
及した場合（No. 22, 25），文書の欠落のため，あるいは草稿や雛形であるた





後の「般次」の用例をみれば，その 7 割方（21 例）は明らかに公的な任務
を負っている．これらは，トゥルファンの「般次」と同様である．もちろん，
残る 3 割ほどの用例（8 例）に私的なキャラヴァンが含まれる可能性は皆無









栄 1996, pp. 119-120参照． 
(15) 都知は，都知兵馬使の略称．都知兵馬使は，節度使の軍隊を実際に統率する軍事
指令官の要職であり，帰義軍でも高級将校として重要視された．帰義軍の都知兵
馬使については，馮 1997, pp. 109-114参照． 





















                                                                                                                                              















 1 進奏院      状上 
 2    当道三般専使所論旌節次弟（第）逐件具録如後 
 3  右伏自光啓三年二月十七日専使押衙宋閏盈・高 
 4  再盛・張文徹等三般同到興元 
 5  駕前．十八日□ 進奉．十九日 対．廿日参見四 
 6  宰相・両 軍容及長官．……［中略］…… 
11  指揮．今固遣閏盈等三般六十余人．論 節来者． 






 また，要点  ⑷「別々の般が一緒に行動したり，同じ般が分かれて別行動す
る場合がある」についても，同様の行動パターンを 10世紀に敦煌を訪れた使
節団に見いだすことができる．964 年頃に作成されたと考えられる帰義軍政




                                                                                                                                              
(18) 本文書の年代比定については，施 1983, pp. 146-150参照． 
(19)〔表２〕の原文は注記を参照．なお，本文書に見える全ての使節の記録については，
馮 1999, pp. 314-317参照． 
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〔表 2〕酒支出帳簿にみえる使節団の行動パターン 
【1】于闐の使節 
使節 到着日 出発日 滞在日数，酒量 
葛禄 正月 24日 6月 5日 129日間，毎日 2升，計 4瓮 1斗 8升(20) 
羅尚書 3月 19日 6月 5日 75日間，毎日 5升，計 6瓮 5升(21) 
 
【2】甘州の使節 
使節 到着日 出発日 滞在日数，酒量 
甘州走来胡 正月 24日 8月 20日 203日間，隔日 5升，計 8瓮 2斗
7升 5合(22) 
先報消息来迴鶻 3月 18日 8月 20日 150日間，隔日 5升，計 6瓮 1斗
5升(23) 

















使節 到着日 出発日 滞在日数，酒量 
倉住南山 5月 6日 5月 12日 7日間，毎日 2斗，計 2瓮 2斗，送路１瓮(25) 











 さらに，于闐王から帰義軍節度使に送られた 10 世紀後半頃の書簡であ













2008, pp. 54-71; 馮 2013, pp. 366-377参照． 















般次 リーダーの身分 応接人数 般次 リーダーの身分 応接人数 
第二般 首領将軍 5人 第七般 首領 7人 
第四般 首領将軍 5人 第八般 将軍 8人 
第五般 将軍首領 不明 不明 寧遠国王男 不明 
 
                                                                                                                                              
(28) 全文の録文と日本語訳については，赤木 2013, p. 117参照．なお，この文書の発信者
（于闐王）と受信者（令公）に関する主な説としては，発信者を李聖天（Viśa’ 
Saṃbhava），受信者を曹元忠とする説［Vech 1995, pp. 61-62; 森安 2000, pp. 58-59, n. 72, 
86-87, 99］，発信者を Viśa’ Dharma，受信者を曹延禄とする説［栄 1994, pp. 116-117; 
栄・朱 2012, p. 108; 栄・朱 2013, pp. 168-170; 栄・朱 2014, p. 193］，于闐の天寿年号
に関する吉田豊氏の説［吉田 2006, pp. 76-78］を受け入れて，発信者を李聖天の息子
の一人の于闐王（天寿王），受信者を曹元忠とする説［Akagi 2011, p. 220; Akagi 2012, 
pp. 9-10; 赤木 2013, pp. 116-121; 馮 2013, pp. 337-345］がある．いずれにせよ，本文
書の作成年代が，曹元忠統治時期（944-974年）から曹延禄統治時期（976-1002年）
にかけてであることは間違いない． 









出自 支給対象 酒の供給量 推定応接人数 
于闐 
葛禄 毎日 2升 1人程度 
羅尚書 毎日 5升 2人程度 
甘州 
走来胡 隔日 5升（＝毎日 2.5升） 1人程度 
先報消息来迴鶻 隔日 5升（＝毎日 2.5升） 1人程度 
甘州使 毎日半瓮（＝3斗） 15人程度 
南山 
倉住南山 毎日 2斗 10人程度 
向東来南山 毎日 2斗 10人程度  








                                                                                                                                              
(30) 帰義軍政権の公式の接待の場合，一日に供給される酒の量は，おおむね使節 1人あた
り 2升（約 1.2ℓ）から 3升（約 1.8ℓ）程度である．高 2013, pp. 257-258参照． 
(31) 原文「去正月貳拾肆日，供西州使逐日酒壹斗，至肆月貳拾伍日夜断，除月小盡，
中間玖拾壹日，内両日全断，両日断半，計用酒壹拾肆瓮肆斗．」9～11行目． 





 1 上都進奏院 状上 
 2   当道賀正専使押衙陰信均等，押進奉表函一封 
 3   玉一団，羚羊角一角， 犂牛尾一角．十二月廿七日晩到院， 
 4   廿九日進奉訖．謹具，専使上下共廿九人到院安下， 
 5   及於霊州勒住人数，分析如後． 
 6      一十三人到院安下 
 7        押衙陰信均 張懐普 張懐徳 衙前兵 
 8        馬使曹光進 羅神政 劉再昇 鄧加興 
 9        陰公遂 陰寧君 翟善住 十将康文勝 
10         長行王養養 安再晟 
11       一十六人霊州勒住 
12        衙前兵馬使楊再晟 十将段英賢 鄧海君 
13          索賛忠 康叔達 長行一十一人 





兵馬使が 8 人，十将が 5 人，長行が 13 人の構成である．押衙は節度使の側
近であり，兵馬使と十将(33) は軍将（将校）であり，長行は官健（兵士）の
一種で，軍将に付き従う随身の兵卒である(34)．そして，ここに見える節度
                                                                                                                                              
(32) 本文書の年代比定については，中村 1991, pp. 333-335参照． 
(33) 十将は，節度使の軍隊の中級指揮官の職である．実際に，帰義軍時代の史料にも





初頭の節度使の帖(35) の雛形［P. 4044 (2)］にもこの型はあらわれている(36)． 
 
 1 使  帖甘州使頭都頭某甲， 
 2    兵馬使某専甲，更某人数． 
 3 右奉  処分，汝甘州充使 
 4 亦要結耗（托？）和同，所過砦 
 5 堡州城，各須存其礼法， 
 6 但取使頭言教，不得乱話 
 7 是非，沿路比此迴還，仍須 
 8 守自本分．如有拗東捩西， 
 9 兼浪言狂語者，使頭記名， 
10 将来到州重当形（刑）法者．某年月日帖． 
 
                                                                                                                                              
ており，軍将に付き従う兵卒を意味している．藤枝晃氏は，この「長行」を「長行
従者」の略称とみなし，使者と行動を共にする兵卒か従者にあたるもの，即ち「私





「長行官健」とみなし，やはり一般兵士とする．張国剛 1989, pp. 71-72参照．また，
新見氏は『会昌一品集』のこの部分を，都頭から突将までを軍将とみなし，長行を
官健の一種と捉えて，藤枝氏の説を採用している．新見 2015, p. 34, n. 24参照． 
(35) 帰義軍政権で使われていた下達文書の帖の書式や機能については，赤木 2007, pp. 
37-38参照． 


























や進奏院状［S. 1156, P. 3547］で使節団長に充てられている押衙は，何れも
節度使の側近であり「比較的高位の人物が般のリーダーとなる」というトゥ
ルファンの般次の特徴に当てはまる． 





                                                                                                                                              











 1 使頭報官健押衙某甲．夏極［熱］，得佳泰否．此 
 2   使頭粗沐清吉，不用憂也．官健某甲善 
 3   （秣）飼鞍馬，審作交関，莫耽過非， 
 4   即是妙矣．今於某専甲手上，寄某色 
 5   目，到日領取．謹次，不且（具？）．使頭某委曲 
 6   達官健某甲省．八月卅日使頭収封 
 
 7 仲秋漸涼．伏惟 
 8   某官尊體起居萬［福］．即日官健某乙 
 9   晨下蒙恩，不審思侍収 
10    尊躰何似．伏惟，順時倍加 
11     保重，卑情所望．昨者，某専甲般次到 
12     来，伏蒙 使頭遠垂 委曲兼恵信 
13      ］□旨捧領訖．無任戦灼之至． 
14    （般）］次去往附□［ 
15      ］容納．謹奉［ 













手紙の録文と日本語訳については，坂尻 2012b, pp. 377-380参照． 
(40) P. 4766の録文と書式の要素の分析については，山本 2012, pp. 187-188参照． 
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交通に気を配り，怠けるようなことが無ければよいのだが．今，某専甲










































                                                                                                                                              























世紀の馬の売買契約である羽 27 ノ 1「癸未年十一月史喜酥買馬契」(44) からは，
                                                                                                                                              
(42) 例のうち，Ch. 00144の録文と日本語訳については，坂尻 2012a, pp. 156-160参照． 
(43) 沙 1997, pp. 145-147参照．また，帰義軍期の使節団に付随する役については，雷 2000, 
pp. 171-175も参照． 
(44) 本文書の写真と目録情報については，武田科学振興財団  杏雨書屋 2009, pp. 
201-202を参照．本文書の先駆的な研究は，池田 2000, pp. 40-46で行われている．
池田氏はいわゆる羽田写真から録文を作成し，敦煌・トゥルファン由来の家畜売
買契との比較をおこなった．録文については Yamamoto et al. 2001(A), p. 49も参照．
文書の年代に関しては，2 つの指標からある程度限定できる．まず，本文書に現
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敦煌の般次に粛州や甘州の人物が加わっていることがうかがえる． 
 
 1 癸未年十一月廿日立契．百姓史喜酥家内欠少 
 2 鞍馬，遂於押牙徐会児面上，買伍歳馬壹 
 3 疋，断作馬価生絹参疋．内見還生絹壹疋長参 
 4 仗柒尺，更残絹両疋各長参杖捌尺，其絹両疋， 
 5 限至米都頭般次来時，便須填還．若米 
 6 都頭般次来不得知時，壹疋倍還両疋．若喜 
 7 蘇（酥）路上東西不平善者，一仰口承弟張丑子，姪 
 8 長盈二人面上，於尺数取本絹．恐人無信，故 
 9 立此契，用為後憑，押字為定． 
10         売（買）馬人史喜酥（略押） 
11         売（買）馬人弟張丑子（略押）  
12         知見人押牙粛州宋唱羅鉢（略押）（略押） 
13         知見人杜弘進（略押） 









                                                                                                                                              
れる「都頭」の称号は，敦煌では 10 世紀以降に使われているとみられる．坂尻
2012b, p. 389, n. 10参照．また，保証人を示す「口承人」の用例も基本的に 10世
紀に限定される．楊 2002, pp. 42-46; 敏 2004, p. 105参照．従って，本文書の作成
年代は 923年ないし 983年であると考えられる．なお，池田 2000と Yamamoto et al. 







   馬の買い手 史喜酥（略押） 
   馬の買い手の弟 張丑子（略押）  
   立会人 押牙で粛州の宋唱羅鉢（略押）（略押） 
   立会人 杜弘進（略押） 















































                                                                                                                                              
(45) 交通制度が整備され，沿路の治安がある程度確保されていた唐代においてさえ，外来
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